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６月定例会

介護保険制度の見直し　条例の一部改正介護保険制度の見直し　条例の一部改正
審査結果をまとめてお伝えします。

サービス 主な改正点
訪
問
系

夜間対応型訪問介護 〇オペレーターの配置基準等の緩和（条例②）
訪問系サービス共通 〇サービス付き高齢者向け住宅等における適正なサービス提供の確保（条例②）

通
所
系

認知症対応型通所介護 〇管理者の配置基準の緩和（条例②・③）
通所系サービス共通 〇災害への地域と連携した対応の強化（条例②・③）

〇認知症介護基礎研修の受講の義務づけ（３年の経過措置を設ける）（条例②・③）
多
機
能
系

小規模多機能型居宅介護 〇小規模多機能型居宅介護の人員配置基準の見直し（条例②・③）

多機能系サービス共通 〇過疎地域等におけるサービス提供の確保（条例②・③）
〇認知症介護基礎研修の受講の義務づけ（３年の経過措置を設ける）（条例②・③）

居宅介護支援 〇質の高いケアマネジメントの推進（条例④）
〇生活援助の訪問回数の多い利用者等への対応（条例④）

居
住
系

地域密着型特定施設入居者生活介護 〇災害への地域と連携した対応の強化（条例②）

認知症対応型共同生活介護
〇地域の特性に応じた認知症グループホームの確保（条例②・③）
〇認知症グループホームの夜勤職員体制の見直し（条例②・③）
〇外部評価に係る運営推進会議の活用（条例②・③）
〇計画作成担当者の配置基準の緩和（条例②・③）

居住系サービス共通 〇認知症介護基礎研修の受講の義務づけ（３年の経過措置を設ける）（条例②・③）

施
設
系

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 〇地域密着型介護老人福祉施設の人員配置基準の見直し（条例②）

施設系サービス共通

〇介護保険施設の人員配置基準の見直し（条例②）
〇災害への地域と連携した対応の強化（条例②）
〇認知症介護基礎研修の受講の義務づけ（３年の経過措置を設ける）（条例②）
〇口腔衛生管理の強化（３年の経過措置を設ける）（条例②）
〇栄養ケア・マネジメントの充実（３年の経過措置を設ける）（条例②）
〇個室ユニット型施設の設備・勤務体制の見直し　（条例②）
〇介護保険施設におけるリスクマネジメントの強化（６月の経過措置を設ける）（条例②）

全サービス共通（条例①～④該当）　
〇感染症対策の強化(３年の経過措置を設ける) 〇業務継続に向けた取組の強化(３年の経過措置を設ける)
〇ハラスメント対策の強化 〇会議や多職種連携におけるICTの活用 〇利用者への説明・同意等に係る見直し 
〇記録の保存等に係る見直し 〇運営規程等の掲示に係る見直し 〇高齢者虐待防止の推進(３年の経過措置を設ける)
〇CHASE・VISIT情報の収集・活用とPDCAサイクルの推進
※議案第29号を「条例①」、議案第30号を「条例②」、議案第31号を「条例③」、議案第32号を「条例④」と表記しています。

改正する条例

　６月定例会は６月１日から16日までの16日間の会期で開きました。
　本会議初日は、専決処分の承認２件、議会会議規則の一部改正１件、介護保険関係条例の一部改正４件、財
産の取得３件、農業委員会委員に関する同意１件、補正予算１件を可決したほか、４件の報告がありました。
　最終日には専決処分の承認１件、農業委員の任命14件、意見書案３件を可決しました。
　一般質問は13人が町長や教育長に行政事務についてただしました。

　「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が令和２年６月に公布され、介護保険
法が改正されました。この法改正を受け、令和３年１月25日に公布された省令により、介護サービスに関す
る町の４つの条例の一部を改正するものです。

①�大磯町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例（議案第29号）

②�大磯町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
（議案第30号）

③�大磯町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例（議案第31号）

④�大磯町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例（議案第32号）

議 案議 案
第第2929号号

議 案議 案
第第3030号号

議 案議 案
第第3131号号

議 案議 案
第第3232号号
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問　
規
制
強
化
さ
れ
る
分
に

つ
い
て
の
３
年
の
経
過
措

置
の
附
則
に
つ
い
て
、
町

の
判
断
で
も
っ
と
厳
し
く

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

答　
国
が
求
め
る
３
年
が
妥

当
と
判
断
し
て
進
め
て
い

る
。

問　
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
と
い
う
こ
の
法
律

に
つ
い
て
の
情
報
を
町
は

い
つ
入
手
し
た
か
。

答　
法
律
改
正
に
つ
い
て
は
、

公
布
さ
れ
た
令
和
２
年
６

月
の
時
点
に
情
報
を
得
て

い
る
。

問　
介
護
報
酬
は
上
が
る
の

か
下
が
る
の
か
。

答　
基
本
報
酬
の
改
正
は
、

４
月
か
ら
0.7
％
プ
ラ
ス
で

改
正
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
基
づ
き
指
導
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

問　
こ
れ
ま
で
の
災
害
へ
の

地
域
と
連
携
し
た
対
応
は
。

答　
事
業
所
個
々
に
地
域
の

防
災
訓
練
等
に
参
加
し
て

い
た
が
、
今
後
は
事
業
と

し
て
進
め
て
い
た
だ
く
。

問　
条
例
施
行
日
が
公
布
の

日
か
ら
施
行
し
、
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と

な
っ
て
い
る
。
大
磯
町
指

定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
第
16
条
第
20
号
の
改

正
に
つ
い
て
は
令
和
３
年

10
月
１
日
か
ら
施
行
と
な

っ
て
い
る
理
由
は
。

答　
国
の
施
行
日
10
月
１
日

を
準
用
し
て
い
る
。

反　

対【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

改
正
で
あ
っ
て
ほ
し
い
が
、

利
用
者
や
家
族
に
と
っ
て
利

益
と
な
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど

附
則
で
先
送
り
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
納
得
で
き
な
い
。

討
　
論

改
正
内
容

⑴　

�

議
会
に
お
け
る
議
員
の
欠
席
の
届
出
に
関
し
、
公
務
、

出
産
や
介
護
な
ど
の
欠
席
事
由
を
明
記
す
る
と
と
も

に
、
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
日
数
の
範
囲
に
つ

い
て
定
め
る
。

⑵　

�

請
願
書
の
記
載
事
項
の
取
り
扱
い
に
関
し
、
押
印
の

義
務
付
け
を
見
直
し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
の
規
定

に
改
定
す
る
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

議 案議 案
第第2828号号

大
磯
町
議
会
会
議
規
則
を
改
正

　

大
磯
町
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る
認
定
農
業
者
等
又

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
の
割
合
を
４
分
の
１
以
上
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

※
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
要
件
の
原
則

⑴　

�

認
定
農
業
者
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

�

中
立
的
立
場
の
者
を
１
名
以
上
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

⑶　

�

女
性
や
青
年
を
積
極
的
に
登
用
す
る
。

議 案議 案
第第3636号号

農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る

認
定
農
業
者
等
の
割
合
を
変
更

　

農
業
委
員
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る

指
針
の
策
定
・
変
更
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
や
転
用

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。
任
期
は
８
月
25
日
か
ら
３
年

間
。

議 案議 案
第第3939号号

議 案議 案
第第5252号号

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

14
名
の
新
委
員
の
任
命
に
同
意

・
安や
す
い
け池　

雅ま
さ
よ
し美　

氏

・
鈴す
ず
き木　

洋よ
う
じ有　

氏

・
石い
し
い井　

雅ま
さ
ひ
ろ浩　

氏

・
栁や
な
ぎ
た田　

　

孝た
か
し　　

氏

・
青あ
お
き木　

貞さ
だ
は
る治　

氏

・
吉よ
し
か
わ川　
　

正た
だ
し　　

氏

・
近こ
ん
ど
う藤　

剛た
か
し司　

氏

・
古ふ
る
し
ょ
う正　

輝て
る
こ子　

氏

・
戸と
づ
か塚　

昭あ
き
お雄　

氏

・
二に
の
み
や宮　

賢け
ん
い
ち一　

氏

・
添そ
え
だ田　

政ま
さ
お夫　

氏

・
加か
と
う藤　

正ま
さ
か
ず和　

氏

・
竹た
け
う
ち内　

欣き
ん
や也　

氏

・
平ひ
ら
は
ら原　

則の
り
こ子　

氏

〜
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問　
フ
ェ
ン
ス
が
す
ご
い
壊

れ
方
を
し
て
い
る
が
。

答　
当
日
は
強
い
雨
が
降
っ

て
い
た
た
め
、
後
方
確
認

が
う
ま
く
で
き
ず
車
止
め

を
す
り
抜
け
る
よ
う
な
形

で
衝
突
し
て
し
ま
っ
た
。

問　
最
近
職
員
に
よ
る
事
故

が
多
い
が
、
職
員
教
育
を

徹
底
で
き
る
の
か
。

答　
今
後
は
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
個
人
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
係
、
課
で
日

ご
ろ
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
く
。

問　
事
故
車
両
の
最
後
の
整

備
は
い
つ
か
。

答　
今
年
度
車
検
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
車

両
に
不
具
合
が
発
生
し
て

い
た
か
と
い
う
確
認
は
し

て
い
な
い
。

問　
土
地
の
地
目
が
前
年
度

と
異
な
っ
た
土
地
は
年
間

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
令
和
３
年
度
と
２
年
度

を
比
較
す
る
と
、
田
畑
・

山
林
は
18
筆
、
約
８
２
０

０
平
米
減
っ
て
い
る
。
一

方
で
宅
地
は
88
筆
、
約
７

０
０
０
平
米
増
え
て
い
る
。

問　
み
な
し
方
式
と
平
均
負

担
水
準
方
式
と
で
は
納
税

額
に
違
い
は
あ
る
か
。

答　
大
磯
町
の
場
合
、
町
の

税
額
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
が
、
個
別
で

は
増
減
が
出
る
。

問　
軽
自
動
車
税
の
税
収
の

影
響
額
は
。

答　
お
よ
そ
２
７
０
万
円
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
減
収
分
は
補
填
さ
れ
る

の
か
。

答　
交
付
金
と
い
う
形
で
補

填
さ
れ
る
。

問　
門
扉
が
動
き
出
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。

答　
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
う

ま
く
固
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
当
日
強
風
が

吹
い
て
い
た
こ
と
が
影
響

し
た
と
推
測
す
る
。

問　
今
後
は
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
を
き
ち
ん
と
確
認
す
る

と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
だ
け

で
な
く
、
門
自
体
の
構
造

や
今
の
門
で
よ
い
の
か
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
教
育
施
設
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
町
内
の
施
設

を
再
点
検
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

答　
所
管
の
学
校
教
育
施
設
、

社
会
教
育
施
設
へ
は
、
す

で
に
点
検
の
指
示
を
出
し

て
い
る
。

　

令
和
３
年
３
月
２
日
に
横

浜
地
方
法
務
局
西
湘
二
宮
支

局
駐
車
場
で
発
生
し
た
物
損

事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償

額
29
万
７
０
０
０
円
を
専
決

処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
令
和
３
年
３

月
31
日
付
で
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
大
磯
町
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。
法
の
施
行

日
と
同
日
付
の
令
和
３
年
４

月
１
日
よ
り
施
行
す
る
た
め

専
決
処
分
を
行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
４
月
14
日
に
大

磯
町
立
国
府
小
学
校
県
道
側

出
入
口
門
で
発
生
し
た
物
損

事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償

額
31
万
２
６
０
９
円
を
専
決

処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

事
故
概
要

　
横
浜
地
方
法
務
局
西
湘
二

宮
支
局
駐
車
場
に
て
、
後
方

の
安
全
確
認
が
不
十
分
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
物
損
事
故

が
発
生
し
た
。
町
は
損
害
賠

償
金
に
つ
い
て
、
事
故
の
相

手
方
と
５
月
６
日
に
示
談
を

締
結
し
、
破
損
し
た
フ
ェ
ン

ス
の
修
理
費
用
全
額
の
支
払

い
を
し
た
。

改
正
内
容

⑴　

�

用
途
変
更
宅
地
等
及
び

類
似
用
途
変
更
宅
地
等

に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
経
過
措
置
の
延
長

⑵　

�

軽
自
動
車
税
（
環
境
性

能
割
）
の
税
率
区
分
の

見
直
し
と
臨
時
的
軽
減

の
延
長

事
故
概
要

　
大
磯
町
立
国
府
小
学
校
県

道
側
出
入
口
門
で
、
運
動
ク

ラ
ブ
に
参
加
す
る
子
ど
も
を

迎
え
に
来
る
た
め
、
県
道
相

模
原
大
磯
線
か
ら
国
府
小
学

校
校
地
内
に
自
家
用
車
で
進

入
し
た
と
こ
ろ
、
観
音
開
き

門
の
左
門
扉
が
動
き
出
し
、

被
害
者
の
車
両
の
左
側
の
フ

ェ
ン
ダ
ー
等
を
損
壊
さ
せ
た
。

議 案議 案
第第2626号号

議 案議 案
第第2727号号

議 案議 案
第第3838号号

　
専
決
処
分
　
３
議
案
を
承
認

損　

害　

賠　

償

町
税
条
例
の
一
部
改
正

損　

害　

賠　

償
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高
規
格
救
急
自
動
車

落
札
者　
神
奈
川
日
産
自
動
車
株
式
会
社　

　
　
　
　

法
人
営
業
部

落
札
額　
２
１
４
５
万
円
（
税
込
）

落
札
比
率　
85
・
80
％

高
規
格
救
急
自
動
車
用
高
度
救
命
資
器
材

落
札
者　
日
本
船
舶
薬
品
株
式
会
社　

横
浜
支
店

落
札
額　
１
１
８
２
万
５
０
０
０
円
（
税
込
）

落
札
比
率　
98
・
54
％

内
容　

�

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
（
心�

電
計
）
１
式
・
除
細
動
器
１
式�

・
自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
シ
ス�

テ
ム
１
式
・
吸
引
器
１
台
・
搬�

送
資
器
材
４
基
・
全
身
固
定
器�

具
２
基
・
酸
素
吸
入
装
置
１
基

議 案議 案
第第3434号号

議 案議 案
第第3535号号

議 案議 案
第第3333号号

高
規
格
救
急
自
動
車 

を
購
入

高
度
救
命
資
器
材

明
治
記
念
大
磯
邸
園
に
係
る
土
地
の
取
得

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

　

大
磯
町
消
防
署
国
府
分
署
に
平
成
22
年
に
配
備
さ
れ
た
高

規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
及
び
高
規
格
救
急
自
動
車
に
積
載

す
る
高
度
救
命
資
器
材
の
購
入
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

明
治
記
念
大
磯
邸
園
整
備
事
業
に
伴
う
事
業
用
地
の
取
得

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

取
得
す
る
物
件
は
、
大
磯
町
西
小
磯
字
稲
荷
松
74
番
１
、

外
８
筆
。
地
積
は
、
８
１
２
６
・
６
８
㎡
。
地
目
は
、
宅

地
・
山
林
・
公
衆
用
道
路
。
取
得
価
格
は
、
８
億
４
１
１
１

万
１
３
８
０
円
。
契
約
の
相
手
方
は
、
株
式
会
社
三
井
住
友

銀
行
で
す
。

答　
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
、
整

備
事
業
費
の
４
割
は
国
か

ら
の
交
付
金
、
残
り
の
６

割
が
町
の
事
業
費
と
な
る
。

町
の
事
業
費
は
地
方
債
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
10
％

の
一
般
財
源
と
90
％
の
地

方
債
に
分
け
ら
れ
、
10
％

は
県
か
ら
補
助
金
、
残
り

90
％
の
内
訳
は
、
20
％
が

国
か
ら
普
通
交
付
税
措
置
、

残
り
の
70
％
は
町
の
元
利

償
還
金
返
済
額
と
同
額
が

毎
年
度
県
か
ら
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
。

問　
取
得
価
格
の
８
億
４
１

１
１
万
１
３
８
０
円
は
ど

の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

答  

西
園
寺
公
望
別
邸
跡
・

旧
池
田
成
彬
邸
の
全
域
の

用
地
を
対
象
に
実
施
し
た

測
量
調
査
と
不
動
産
鑑
定

評
価
の
資
料
の
提
供
を
国

か
ら
受
け
、
そ
の
資
料
を

用
い
た
上
で
決
定
し
た
。

問　
今
回
町
が
取
得
す
る
用

地
、
寄
附
を
受
け
る
用
地
、

こ
ゆ
る
ぎ
緑
地
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答　
来
園
者
の
休
息
や
飲
食
、

物
販
の
機
能
を
導
入
す
る

な
ど
来
園
者
が
快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
、

ま
た
多
様
な
来
園
者
が
集

い
、
互
い
に
交
流
が
で
き

る
園
路
や
広
場
等
を
設
け

る
。

問　
事
業
の
財
源
に
つ
い
て
、

町
で
支
払
い
を
し
た
後
、

県
か
ら
返
っ
て
く
る
と
の

こ
と
だ
が
。

反　

対

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

町
の
負
担
が
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
の
土
地
の
取
得

の
ほ
か
に
、
町
が
持
ち
出
し

て
事
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
部
分
が
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。
国
の
税
金
、
県

の
補
助
金
、
町
の
負
担
を
し

な
が
ら
の
事
業
に
当
初
か
ら

反
対
し
て
い
る
。

討
　
論

高度救命資器材のイメージ 高規格救急自動車のイメージ
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　６月定例会には、一般会計繰越明許費、事故繰越し、下水道事業会計予算繰越の
３件の繰越計算書の報告がありました。

令
和
２
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
事
業

　

町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１

つ
の
会
計
年
度
と
し
て
、
年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収

入
）
を
充
て
る
こ
と
が
原
則
（
※
会
計
年
度
独
立
の
原
則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
状
況
の
変
化
や
避
け
が
た
い
事
故
な
ど
の
理
由
で
、
事
業
が
進
ま
ず
、

こ
れ
に
伴
う
経
費
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
、
翌
年
度
に
執
行
す
る

手
続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

報 告報 告
第第11号号

報 告報 告
第第22号号

報 告報 告
第第33号号

　何らかの事情により、年度内に支出が終わらない経費について、翌年度１年
間に限り繰り越して使用することができる。（※議会の議決が必要）

　避けがたい事故のため年度内に支出が終わらなかった場合、翌年度に繰り越
すことができる。

繰越明許費

事故繰越し

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

1億7,701万円

　国の指示により令和４年２月28
日までに住民接種を行うもので、
令和３年度に当該予算を繰り越し
て使用することができるようにす
るため。
(令和３年３月定例会で議決)

事務局運営事務事業 192万円

　教育施設等の長寿命化計画策定
に時間を要し、年度内に業務が終
了しないことから令和３年度に当
該予算を繰り越して使用すること
ができるようにするため。
(令和２年12月定例会で議決)

金額は、1万円未満を四捨五入

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

国府本郷西小磯１号
線整備事業

189万円

　国との畦畔確定協議に日数を要
したことで、年度内に分筆及び土
地所有権移転登記が完了できなか
ったため。

救急・救助等活動事業 20万円

　新型コロナウイルス感染症の影
響による医療機器の輸入制限によ
り、感染防止衣の納品に遅れが生
じたため。

金額は、1万円未満を四捨五入
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　土地開発公社は昭和４９年、町の出資により設立され、町の道路整備などに必要な土地を、町が予算計上する
前に取得できます。原資は土地開発基金です。

　年度内に支払義務が生じなかったものがある場合においては、その額を翌年
度に繰り越して使用することができる。

　相模川流域下水道の右
岸処理場、左岸処理場等
において、水処理施設や
汚泥処理施設の老朽化等
に伴い、施設の改築工事
などを行います。
　相模川流域下水道は、
相模原市、平塚市、藤沢
市、茅ヶ崎市、厚木市、
伊勢原市、海老名市、座
間市、綾瀬市、寒川町、
大磯町、愛川町の９市３
町で事業を実施していま
す。

予算繰越

目　名 繰越額 理　由

下
水
道
事
業
会
計

流域下水道建設負担金 167万円

　国の補正予算を活用して、令和
３年度予定の流域下水道建設事業
の一部を、令和３年３月議会補正
予算に計上したが、年度内に完了
することができないため、翌年度
に繰り越して使用するため。

金額は、1万円未満を四捨五入

問　
土
地
開
発
公
社
は
町
の

職
員
で
構
成
し
て
い
る
組

織
な
の
だ
か
ら
、
「
こ
ち

ら
の
土
地
は
現
在
こ
う
い

う
検
討
し
て
い
ま
す
。
」

等
の
返
事
が
ほ
し
い
。
古

い
土
地
は
半
値
ど
こ
ろ
じ

ゃ
な
い
と
思
う
が
。

答　
土
地
開
発
公
社
で
は
な

く
、
買
取
り
を
依
頼
し
て

い
る
町
の
立
場
と
し
て
、

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
２
年
度
の
事
業
計

画
及
び
資
金
の
中
に
あ
っ

た
生
沢
月
京
１
号
線
整
備

事
業
（
不
動
川
左
岸
）
が

３
年
度
は
な
い
が
。

答　
町
か
ら
の
買
収
が
明
確

に
な
っ
た
た
め
掲
載
し
て

い
な
い
。

右岸処理場（平塚市四之宮）及び左岸処理場（茅ヶ崎市柳島）等

大磯町土地開発公社の経営状況報告報 告報 告
第第44号号

令和２年度事業概要
⑴公有用地先行取得事業
　�　公有用地先行取得事業を行
いませんでした。
⑵公有用地処分状況
　�　公有用地処分を行いません
でした。
⑶公有用地期末保有状況
　�　期末残高は、大磯駅前自転
車駐車場等整備事業　外８事
業用地8,056.57㎡、総額688,3�
51,001円です。
⑷借入金及び償還状況
　�　大磯町土地開発基金からの
借入れ、大磯町土地開発基金
への償還は行いませんでした。

公有用地明細表（土地開発公社の経営状況より）　　　　　　　　　　　　　　　令和３年３月３１日現在

資産区分
期首残高 期末残高 摘要

（取得年度）面積(㎡) 金額（円） 面積(㎡) 金額（円）
国府本郷33号線整備事業（葛川左岸） 429.50 49,126,258 429.50 49,126,258 H8～H14
代替用地取得事業（国府本郷） 634.14 128,080,232 634.14 128,080,232 H3
町道幹16号線改良事業 2,475.80 150,000,000 2,475.80 150,000,000 H14
大磯駅前自転車駐車場等整備事業 3,689.36 325,902,739 3,689.36 325,902,739 H24
その他（５件） 827.77 35,241,772 827.77 35,241,772 Ｈ6～Ｈ16

合　　　　計 8,056.57 688,351,001 8,056.57 688,351,001

第205号　2021/7

7

議
案
審
議

審
議
結
果

補
正
予
算

報
　
　
告

一
般
質
問

陳
情・意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会



補正予算

新型コロナウイルス感染症対策など審議新型コロナウイルス感染症対策など審議

問　
防
災
対
策
費
に
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
日
常
的
に

使
え
る
ト
イ
レ
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
。

答　
予
算
を
認
め
て
い
た
だ

い
た
後
、
教
育
委
員
会
と

今
後
の
維
持
管
理
も
踏
ま

え
た
中
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

な
看
護
師
の
増
員
は
こ
の

予
算
に
含
ま
れ
る
か
。

答　
現
行
の
予
算
で
対
応
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

が
、
不
足
が
生
じ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
補
正
予
算
で

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　
正
規
の
町
の
職
員
は
通

常
業
務
の
他
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
が
、
町
の
財
源
の
持

出
し
は
発
生
し
て
い
る
か
。

答　
時
間
外
勤
務
や
休
日
出

勤
の
手
当
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
。

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

は
い
く
つ
新
設
す
る
の
か
。

答　
ま
ず
は
、
１
基
設
置
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

齢
者
の
接
種
を
加
速
化
さ

せ
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、

７
月
末
ま
で
の
接
種
完
了

に
向
け
て
、
集
団
接
種
の

開
設
数
を
増
や
す
等
進
め

て
い
き
た
い
。

問　
今
の
接
種
会
場
で
滞
り

な
く
接
種
が
で
き
る
よ
う

問　
１
月
19
日
の
時
点
で
個

別
接
種
が
63
％
、
集
団
接

種
が
37
％
と
想
定
し
て
い

る
と
発
表
し
た
が
、
今
も

変
わ
り
な
い
か
。

答　
今
回
の
補
正
で
は
、
高

増

避
難
所
ト
イ
レ
整
備
事
業１

３
３
０
万
円

一般
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
い
、
災
害
時
の
避
難
所
で
あ
る
大
磯
小
学
校
体
育

館
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
新
設
す
る
費
用
と
し
て
、
１
３
３
０
万
円
を
増
額
す
る
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
及
び
集
団
的
接
種
運
営
業
務
等
の
業
務
委
託
料
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
負
担
金
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
に
係
る
費
用
と
し
て
５
３
５
３
万
円
を
増
額
す
る
。

増

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

	

５
３
５
３
万
円

一般

　一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億３，５５０万４，０００円を追加し、
予算の総額は１０８億２，８５０万４，０００円となりました。
　審議では、新型コロナウイルスワクチン接種事業、避難所トイレ整備事業及び消防庁舎施設改修事業などに
対する質疑が活発に行われました。

議 案議 案
第第3737号号

国府小学校の接種会場

第205号　2021/7

8

議
案
審
議

審
議
結
果

補
正
予
算

報
　
　
告

一
般
質
問

陳
情・意
見
書

政
務
活
動
費

議
会
報
告
会



みなさんの陳情はこうなりました
番号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
１
号

後期高齢者医療保険の窓口負
担の２割化の中止・撤回を求
める意見書の提出について

全日本年金者組合神奈川
県本部平塚支部
支部長
兼子　隆商

　働く高齢者の増加や貧困化が
広がる中、高齢者と現役世代の
分断や社会保障制度全体を破壊
するような窓口負担2割化の中
止・撤回を求める意見書の提出
を求める。

福祉
文教

採択の立場：高齢者の生活
がますます大変になる。国
の国家経営戦略が間違って
いる。不採択の立場：現状
の医療保険制度維持のため
には妥当な判断と考える。

採択
（採択３、趣旨採択２、不採択１)

第
２
号

加齢性難聴者の補聴器購入に
公的助成を求める陳情書

全日本年金者組合神奈川
県本部平塚支部
支部長
兼子　隆商

　高齢化が進む中、加齢性難聴
による補聴器を必要とする人が
増えている。補聴器は高額で、
購入が困難な方のために公的助
成を求める意見書の提出を求め
る。

福祉
文教

採択の立場：全国にこの制
度を設けることは非常に有
意義なことである。

趣旨採択
（採択２、趣旨採択３、不採択１）

第
３
号

新型コロナウイルス感染症ワ
クチン接種が広範囲に実施さ
れるにあたり、接種者が安心
して受けられるための十分な
財政支援を国に求める陳情

神奈川県医療労働組合
連合会
執行委員長
古岡　孝広

　国内でワクチン接種の実施が
開始された。接種者への十分な
休業補償が不可欠であるため、
休業および生活保障の充実と十
分な財政支援等を求める意見書
の提出を求める。

福祉
文教

採択の立場：ワクチン接種
で収束に向かうためさらな
る財政支援等必要。趣旨採
択の立場：補償については
要望通過しており、連携も
取れていると考える。

趣旨採択
（採択２、趣旨採択４）

第
４
号

子どもたちにゆたかな学びを
保障するために、教職員定数
改善と教育予算の増額、義務
教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める陳情

中地区教職員組合
執行委員長
小嶋　豊綱

　深刻化する教職員の多忙化を
解消し子どもたち一人ひとりに
寄り添った対応を実現するた
め、教職員定数改善や少数職種
の配置増、さらにICT教育に必
要な財源の保障などを求める意
見書の提出を求める。

福祉
文教

採択の立場：教育現場のニ
ーズや保護者の価値観が多
様化している。中学校でも
早く35人学級を実現する
必要がある。

採択
（採択3、趣旨採択1、不採択２）

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。
誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。
６１－４１００（内線２８１）　　※提出の締め切り（9月定例会分）８月20日（金）午後5時まで。

意見書を提出しました
後期高齢者医療保険の窓口負担の２割化の中止・撤回を求める意見書

子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善と教育
予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持•拡充を求める意見書

福島第一原子力発電所事故による汚染水の陸上保管を求める意見書

　高齢者の生活実態を考慮しない窓口負担2割化導入は、コロナ禍の中で感染を恐れて
受診をためらって健康を悪化させている高齢者のさらなる受診抑制を招きかねず、重症
化を懸念する医療従事者の声もある。日常的な医療体制を守るためにも、高齢者の健康
を守るうえで大きな影響を及ぼすことになる。
　今回の窓口負担の2割化は社会保険制度全体を破壊することにつながりかねない。

　改正義務標準法が成立し、小学校の学級編制標準が学年進行により段階的に35人に引
き下げられた。しかし、少人数学級の必要性は、中学校においても同様であり、小学校
に留まることなく実施が必要である。さらに、よりきめ細やかな指導を行うために、今
後は30人学級の実現が不可欠である。

　政府は、去る4月13日に福島第一原発敷地内にあるタンクに保管している処理汚染水
を、2年後を目途に海洋放出処分とすることを決定した。日本は国連海洋法条約を批准
しており、海洋環境の保護及び保全に関する自国の国際的義務を履行するものとし、国
際法に基づいて責任を負う必要がある。

全文はこちら

全文はこちら

全文はこちら

意見書案意見書案
第第11号号

意見書案意見書案
第第22号号

意見書案意見書案
第第33号号

※陳情採択による意見書案は第１号、第２号、議員提案による意見書案は第３号です。
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議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　　案

鈴
木　
京
子

石
川　
則
男

竹
内
恵
美
子

清
田　
文
雄

吉
川　
　
諭

鈴
木
た
ま
よ

奥
津　
勝
子

二
宮
加
寿
子

渡
辺　
順
子

吉
川　
重
雄

飯
田　
修
司

玉
虫
志
保
実

柴
崎　
　
茂

髙
橋　
英
俊

結　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

26 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決
４

27 専決処分の承認を求めることについて ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

28 大磯町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決 ３

29
大磯町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 可決

２
・
３

30 大磯町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 可決

31
大磯町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例

● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 可決

32 大磯町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 可決

33 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

５34 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

35 財産の取得について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 可決

36 大磯町農業委員会委員に占める認定農業者等又はこれらに
準ずる者の割合を４分の１以上とすることの同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ― 可決 ３

37 令和３年度大磯町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決 ８

38 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― 可決 ４

39 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ― 可決

３

40 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

41 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

42 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

43 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

44 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

45 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

46 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

47 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

48 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

49 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

50 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

51 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

52 農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

意見書案
第１号

後期高齢者医療保険の窓口負担の２割化の中止・撤回を求
める意見書 ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ― 可決

９意見書案
第２号

子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数
改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める意見書

○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● ― 可決

意見書案
第３号

福島第一原子力発電所事故による汚染水の陸上保管を求め
る意見書 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ― 可決

　○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない　　陳情採決については、９ページ

議案はこちら
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令 和 2 年 度  政 務 活 動 費 の 収 支 報 告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12
万円を交付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払った
ことを証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 収入額
（交付額）

支　　　　出　　　　額
収支差引額
（残余額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他

の経費 支出計

飯田　修司 120,000 13,417 4,421 17,838 102,162 ②合本製本代、新聞購読料
ほか④ノート代ほか

石川　則男 120,000 29,860 83,541 113,401 6,599
①旅費、研修会参加負担金
（町村議会議員特別セミナ
ー）②書籍購入費・会議録
代ほか

奥津　勝子 120,000 55,690 58,610 4,111 118,411 1,589

①旅費、研修会参加負担金
（町村議会議員特別セミナ
ー、京都府亀岡市視察）②
新聞購読料・会議録代④プ
リンターインク代

柴崎　　茂 120,000 57,424 38,034 95,458 24,542

①旅費、研修会参加負担金
（神奈川自治体学校記念講
演、広島市視察ほか）②新聞
・雑誌購読料、行政情報コ
ピー代

鈴木　京子 120,000 54,364 66,004 120,368 0 ②新聞購読料・行政情報コ
ピー代ほか③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 25,830 4,920 41,635 72,385 47,615
①旅費、研修会参加負担金
（京都府亀岡市視察）②書
籍購入・行政情報コピー代
③広報紙発行費

清田　文雄 120,000 25,830 87,417 8,241 121,488 0
①旅費、研修会参加負担金
（京都府亀岡市視察）②会
議録代・新聞購読料ほか④
インク代

髙橋　英俊 120,000 129,860 129,860 0
①旅費、研修会参加負担金
（町村議会議員特別セミナ
ー、川本達志動画セミナー
）

竹内恵美子 120,000 31,927 118,728 150,655 0 ②会議録代 ③広報紙発行
費

玉虫志保実 120,000 3,540 78,857 69,190 151,587 0
①旅費、研修会参加負担金
（地方財政講座）②書籍購
入費・行政情報コピー代ほ
か③広報紙発行費

二宮加寿子 120,000 30,080 86,607 3,570 120,257 0

①旅費、研修会参加負担金
（町村議会議員特別セミナ
ー）②書籍購入費・会議録
代ほか④会議ノート、ファイ
ル代ほか

吉川　　諭 120,000 52,720 21,940 74,660 45,340
①研修会参加負担金（オン
ラインＷｅｂセミナー）②新
聞購読料ほか

吉川　重雄 120,000 45,000 45,000 75,000 ②新聞購読料・行政情報コ
ピー代ほか

渡辺　順子 120,000 97,690 25,761 123,451 0

①旅費、研修参加負担金（
町村議会議員特別セミナー
、京都府亀岡市視察ほか）
②書籍購入費・会議録代ほ
か

※掲載は50音順です。
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一般質問は、６月８日・９日に１３人の議員から２８問ありました。一般質問は、６月８日・９日に１３人の議員から２８問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

本会議では、新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染防止板を設置し開催しました。本会議では、新型コロナウイルス感染症対策のため、飛沫感染防止板を設置し開催しました。

【文責は本人】【文責は本人】

吉川重雄吉川重雄

問　
町
民
置
き
去
り
の
行
政

運
営
に
つ
い
て
問
う
。

　
大
磯
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
全
職
員
が
退
職
し

た
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
の
対
応
に
問
題
は
な

か
っ
た
の
か
。

町
長　
令
和
２
年
度
ま
で
大

磯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
７
名
の
方
が
業
務

に
従
事
し
て
い
た
が
、
令
和

３
年
３
月
31
日
で
７
名
全
員

の
方
が
退
職
さ
れ
、
令
和
３

年
４
月
1
日
か
ら
新
し
い
職

員
体
制
で
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
法
人
の
人

事
に
関
す
る
懸
案
で
あ
り
、

そ
の
時
点
で
対
応
を
取
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
大
磯
町
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
が
大
磯

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で

あ
り
、
円
滑
な
運
営
が
図
れ

る
よ
う
、
大
磯
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
対
し
人
員
の
確
保

な
ど
を
含
め
、
ま
た
指
導
、

監
督
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
こ
の
人
事

に
つ
い
て
は
、
重
大
な
障
害

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
責

任
も
町
に
は
あ
る
。

問　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

で
き
た
行
政
的
背
景
と
は
。

答　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
介
護
保
険
法
で
市
町

村
が
設
置
、
主
体
と
な
っ
て

進
め
る
事
業
で
あ
る
。

　町包括の全職員
　　　　　退職での町対応は

障害生じない責任ある
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渡辺順子渡辺順子

竹内恵美子竹内恵美子

問　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
が
重
要
な
要
素
で
あ
る

が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

で
大
規
模
な
環
境
破
壊
が
進

ん
で
い
る
現
状
が
あ
る
。
石

神
台
１
丁
目
で
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
た
め
に
斜
面

地
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
。

　
「
大
磯
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
７
条
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
者
が
事
業
を
行
う
際
に

配
慮
す
べ
き
事
項
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
実
効
性
が
な

い
。
環
境
破
壊
に
よ
る
災
害

防
止
の
観
点
か
ら
も
条
文
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
が
長
期
に
わ
た
り

安
定
的
に
事
業
を
行
う
た
め

に
は
地
域
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
環
境
へ
の
配
慮
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
自
治
体
の

役
割
を
再
認
識
し
、
必
要
に

応
じ
条
例
改
正
を
検
討
す
る
。

問　
一
方
で
改
正
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
法
が
成
立
し
た
。

規
制
と
促
進
を
兼
ね
備
え
、

地
域
経
済
循
環
の
取
り
組
み

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

副
町
長　
気
候
変
動
枠
組
条

約
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
四
半

世
紀
、
11
月
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

が
開
催
さ
れ
る
。
我
々
は
気

候
変
動
に
向
き
合
う
大
き
な

転
換
点
に
直
面
し
て
い
る
。

具
体
的
な
動
き
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問　
災
害
時
の
情
報
伝
達
は
。

町
長　

防
災
行
政
無
線（
60

か
所
）、
登
録
制
メ
ー
ル
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災

行
政
ナ
ビ（
３
６
９
１
件
）等
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
追

加
の
配
布
先
は
。

答　
生
涯
学
習
館
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
国
府
分
署
、
図
書

館
、
東
西
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

問　
防
災
会
議
で
の
女
性
は
。

答　
防
災
会
議
で
は
２
人
。

対
策
本
部
は
男
性
の
み
。

問　
避
難
所
の
運
営
者
や
運

営
方
法
は
。

答　
避
難
所
運
営
委
員
会
が
、

運
営
方
法
を
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
定
め
、
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
等
施
設
管
理

者
や
町
職
員
で
運
営
。

問　
避
難
所
の
施
設
整
備
は
。

答　
ア
ル
フ
ァ
米
、
飲
料
水
、

液
体
ミ
ル
ク
、
お
む
つ
、
女

性
用
品
、
ま
た
大
型
扇
風
機
、

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
、
発
電

機
、
投
光
器
、
毛
布
、
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
、
組
立
て
ト
イ

レ
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
、
マ
ス
ク
、
消
毒

液
、
体
温
計
等
備
蓄
。

　

大
磯
小
学
校
体
育
館
内
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
設

置
予
定
。

問　
女
性
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
は
。

答　
防
災
に
関
す
る
講
座
へ

の
派
遣
の
補
助
を
行
い
、
女

性
の
セ
ー
フ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

も
積
極
的
に
育
成
し
た
い
。

　実行性のある
　　　　　エネルギー条例に

大きな転換期と考える

　防災・減災について
　　　　　　町の対応は

女性防災士の育成

危険なパネル設置計画

総合防災訓練のようす
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柴崎茂柴崎茂

二宮加寿子二宮加寿子

問　
５
月
９
日
付
神
奈
川
新

聞
の
大
磯
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
関
す
る
記
事
は
真
実
か
。

町
長　
記
事
の
内
容
の
真
偽

に
つ
い
て
は
、
３
月
末
で
職

員
７
名
が
退
職
し
た
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
が
、
退
職
に

至
っ
た
詳
細
な
経
緯
は
把
握

し
て
な
い
。

問　
尋
ね
た
い
の
は
、
神
奈

川
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、

町
長
も
触
れ
ら
れ
た
が
、
今

年
の
２
月
、
非
常
勤
職
員
の

雇
用
契
約
の
変
更
を
め
ぐ
っ

て
非
常
勤
職
員
と
社
会
福
祉

協
議
会
が
対
立
、
こ
の
非
常

勤
職
員
を
擁
護
し
た
ら
正
規

職
員
２
人
に
解
雇
予
告
が
通

知
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
非
常
勤
職
員
を
擁
護
し
た

問　
町
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
策
は
。

町
長　
大
磯
町
子
ど
も
笑
顔

か
が
や
き
プ
ラ
ン
を
策
定
後
、

出
生
率
の
向
上
が
み
ら
れ
る

待
機
児
童
対
策
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
な
ど
誰
も
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る

環
境
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。

既
存
保
育
所
の
改
修
や
施
設

の
新
設
を
実
施
し
て
き
た
。

令
和
６
年
に
は
、
町
立
大
磯

幼
稚
園
を
公
私
連
携
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

し
保
育
の
受
け
皿
を
拡
充
。

従
来
の
公
立
幼
稚
園
の
考
え

方
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な

園
づ
く
り
を
行
う
方
法
も
考

ら
、
同
じ
場
所
で
働
い
て
い

た
職
員
が
解
雇
さ
れ
る
に
至

っ
た
ら
、
そ
れ
は
誰
が
考
え

て
も
お
か
し
い
こ
と
で
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
が
真
実
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
解

雇
さ
れ
た
こ
と
は
真
実
の
よ

う
だ
が
、
何
で
解
雇
に
至
っ

た
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
の

一
番
大
事
な
部
分
が
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
著
し

く
社
会
福
祉
協
議
会
の
評
判

を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
私
は
感
じ
る
。
町
は
今

後
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
の
か
。

町
長　
法
人
内
の
人
事
で
は

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し

て
対
応
し
て
い
く
。

え
て
い
く
。
今
年
度
保
育
士

就
労
支
援
交
付
金
制
度
を
新

設
。
受
け
入
れ
体
制
の
確
保
、

拡
充
を
図
る
。

問　
平
成
25
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
１
７
０
人
分
の

定
員
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
の
待
機
児
童
８

人
の
年
齢
区
分
は
。

答　
１
歳
児
３
人
、
２
歳
児

５
人
で
あ
る
。

問　
保
育
を
望
む
保
護
者
に

と
っ
て
は
切
実
な
問
題
だ
と

思
う
。
町
が
望
む
子
育
て
支

援
策
と
一
致
す
る
な
ら
ば
笑

顔
か
が
や
き
プ
ラ
ン
の
実
効

性
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　
子
育
て
世
代
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　神奈川新聞の町社協
　　　　　記事は真実か

詳細は把握してない

　令和３年度待機児童の
　　　　　　　年齢区分は

１歳児３人２歳児５人

社協が使う福祉センターさざれ石

待機児童数の推移と合計特殊出生率の推移
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清田文雄清田文雄

玉虫志保実玉虫志保実

問　
過
去
４
回
の
町
長
・
町

議
会
選
挙
の
投
票
率
は
。

答　
町
長
選
は
、
過
去
４
回

下
降
傾
向
で
、
町
議
会
選
挙

に
お
い
て
も
、
過
去
４
回
連

続
し
て
減
少
し
て
い
る
。

問　
昨
年
12
月
に
公
職
選
挙

法
改
正
と
町
村
長
・
議
員
選

挙
の
公
費
負
担
の
条
例
制
定

に
よ
り
選
挙
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
。

答　
条
例
の
上
限
で
算
出
す

る
と
、
一
人
当
た
り
70
万
円

の
公
費
が
必
要
で
、
町
長
選

立
候
補
者
３
名
の
時
２
１
０

万
円
の
増
、
町
議
会
議
員
選

で
は
、
立
候
補
者
20
名
で
１

４
０
０
万
円
の
増
が
見
込
ま

れ
、
条
例
制
定
に
よ
る
予
算

増
は
１
６
０
０
万
円
以
上
の

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
町
長
・
町
議
会
選
挙
を

同
一
選
挙
日
に
し
た
場
合
、

ど
の
位
の
費
用
が
削
減
さ
れ
、

見
込
ま
れ
る
選
挙
費
用
は
。

答　
６
２
０
万
円
程
度
の
削

減
が
見
込
ま
れ
、
前
回
の
町

長
・
町
議
会
選
の
選
挙
費
用

２
７
０
０
万
円
に
公
費
負
担

分
を
加
え
る
と
現
状
で
約
４

３
０
０
万
円
に
な
る
が
、
削

減
見
込
み
額
を
引
い
た
約
３

６
８
０
万
円
が
同
一
選
の
選

挙
費
用
と
し
て
見
込
ま
れ
る
。

問　
同
一
選
挙
日
に
す
る
に

は
。

答　
町
長
選
の
時
、
議
会
が

解
散
す
る
か
、
町
議
会
選
の

時
、
町
長
が
退
職
す
る
と
い

う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

問　
４
月
30
日
発
表
の
人
事

異
動
は
高
齢
者
へ
の
速
や
か

な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

た
正
規
職
員
の
体
制
強
化
を

図
る
た
め
の
人
事
異
動
と
い

う
。
３
名
の
異
動
で
ど
の
よ

う
に
強
化
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
た
め
に
弱
体
化
し

た
部
署
は
な
い
の
か
。

町
長　
３
名
の
異
動
は
指
示

系
統
の
明
確
化
や
事
務
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
効
率

性
の
向
上
を
図
っ
た
も
の
。

学
校
教
育
課
の
学
校
給
食
を

専
任
す
る
た
め
に
配
置
さ
れ

て
い
た
職
員
が
不
在
と
な
っ

た
が
、
各
所
管
課
等
に
お
け

る
事
業
量
を
考
慮
し
、
職
員

配
置
を
見
直
し
た
も
の
で
あ

り
、
業
務
の
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
学
校
給
食
施

設
に
つ
い
て
は
現
在
作
成
中

の
教
育
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
を
考
慮
し
た
上
で
学
校
給

食
施
設
を
含
め
た
全
体
と
し

て
の
優
先
順
位
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
、
給
食
に
関
す
る

業
務
の
優
先
順
位
が
低
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問　
記
者
発
表
ま
で
し
た
学

校
給
食
担
当
の
部
署
は
残
し

て
お
く
の
か
。

答　
所
属
職
員
が
い
な
い
形

で
は
残
さ
な
い
。
今
後
の
社

会
経
済
動
向
の
状
況
、
町
の

課
題
を
踏
ま
え
、
適
切
な
時

期
に
ま
た
人
事
異
動
等
が
必

要
で
あ
れ
ば
実
施
し
て
い
く
。

　町長・町議会の同日選の
　　　　　　　　　可能性は

二つの方法がある

　給食業務は
　　　優先順位が低い業務か

ワクチン接種が最優先

町長・町議会議員選挙投票率の推移

４月30日発表の人事異動
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吉川諭吉川諭

飯田修司飯田修司

問　
保
留
児
童
と
待
機
児
童

の
現
状
は
。

答　
４
月
現
在
で
保
留
児
童

が
46
人
、
待
機
児
童
が
８
人
。

問　
３
年
間
で
ど
の
よ
う
な
、

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
大
磯
幼
稚
園
の
教
室
を

活
用
し
た
形
で
小
規
模
保
育

事
業
の
可
能
性
等
を
考
え
て

い
る
。

問　
町
立
幼
稚
園
の
預
か
り

保
育
の
完
全
実
施
も
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答　
０
～
２
歳
児
の
待
機
児

童
解
消
に
直
接
つ
な
が
る
も

の
で
は
な
い
が
、
３
歳
児
以

上
で
も
保
護
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
多
様
化
し
つ
つ
あ

り
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
は
あ
る

の
で
、
預
か
り
保
育
の
拡
充

問　
今
回
の
収
穫
は
、
全
て

の
図
面
を
引
き
継
い
だ
と
い

う
町
長
答
弁
。
今
後
き
ち
っ

と
し
た
も
の
を
見
せ
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

答　
全
て
あ
る
書
類
に
つ
い

て
は
公
開
済
み
。
今
後
必
要

が
あ
れ
ば
、
行
政
情
報
公
開

等
に
て
対
応
す
る
。

問　
和
室
だ
け
で
な
く
廊
下
、

洋
間
約
20
か
所
の
雨
漏
り
を

発
見
し
た
が
。

答　
雨
漏
り
は
な
く
、
雨
染

み
は
確
認
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
に
つ
い
て

問　
国
の
交
付
金
１
億
３
千

万
円
の
う
ち
、
荷
さ
ば
き
施

設
に
５
千
５
０
０
万
円
、
漁

協
の
経
営
基
盤
強
化
に
７
千

の
検
討
を
進
め
た
い
。

学
校
に
行
き
づ
ら
い
児
童
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　

教
育
支
援
室
「
つ
ば

さ
」
は
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い

の
人
数
の
お
子
さ
ん
に
対
応

で
き
る
の
か
。

答　
現
在
の
体
制
を
考
え
る

と
10
名
前
後
か
ら
15
名
ぐ
ら

い
が
対
応
可
能
。

問　
教
室
に
入
り
づ
ら
い
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
、
部
屋
や

人
材
の
サ
ポ
ー
ト
は
足
り
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
大
き
な
問
題
と
認

識
。
小
学
校
は
空
い
て
い
る

先
生
が
い
な
い
状
況
で
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
考
え
た
い
。

〇
中
学
校
給
食
と
教
育
施
設

等
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て

万
円
出
て
い
る
が
。

答　
７
千
万
円
は
、
大
磯
港

賑
わ
い
交
流
施
設
整
備
の
交

付
金
で
あ
る
。

問　
荷
さ
ば
き
場
の
上
に
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
を
乗
せ
て
、
し

ら
す
売
り
場
の
上
を
踊
り
場

で
利
用
し
て
、
製
氷
機
の
上

に
デ
ッ
キ
を
作
り
、
漁
協
に

対
し
て
家
賃
が
発
生
し
な
い

の
か
。

答　
町
も
漁
協
も
借
地
料
や

使
用
料
の
支
払
い
は
し
て
い

な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

使
用
料
は
発
生
し
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
大
磯
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
機
能
し
て
い
る
の
か

　これから３年間の
　　　　　待機児童対策は

小規模保育等を検討

　旧吉田茂邸の　
　　　　設計図書等はあるか

郷土資料館にて管理

町内小規模保育事業者の新園舎

町が雨染みという旧吉田茂邸天井
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奥津勝子奥津勝子

石川則男石川則男

問　
下
町
エ
リ
ア
も
大
磯
港

賑
わ
い
創
出
と
し
て
、
考
え

ら
れ
て
い
た
が
。

答　
観
光
、
産
業
な
ど
大
磯

の
魅
力
と
の
連
携
、
民
間
事

業
者
と
町
全
体
が
賑
わ
う
よ

う
取
り
組
む
。

問　
管
理
事
務
所
内
の
展
示

室
へ
の
案
内
板
設
置
は
。

答　
６
月
中
に
設
置
す
る
。

問　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
推
進
は
。

答　
大
磯
駅
前
、
役
場
、
ポ

ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き
、

大
磯
運
動
公
園
、
城
山
公
園
、

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
56
台
分

の
自
転
車
ポ
ー
ト
が
あ
る
。

事
業
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。

問　
大
磯
ら
し
い
潤
い
づ
く

り
計
画
の
行
政
の
役
割
は
。

答　
来
訪
者
に
防
災
な
ど
安

全
面
を
知
ら
せ
る
。
観
光
施

設
や
、
例
え
ば
ト
イ
レ
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
面
を
示
す
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
屋
上
の
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
の
壁
の
活
用
は
。

町
長　
例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
時
、

町
の
紹
介
動
画
を
写
す
屋
外

ス
ク
リ
ー
ン
、
電
子
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
使
い
情
報
を
発
信

す
る
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ

ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
光
を
駆
使

し
た
演
出
を
行
い
た
い
。

問　
常
時
の
状
態
で
の
取
り

外
し
の
出
来
る
も
の
は
。

答　
指
定
管
理
者
、
漁
協
と

も
検
討
を
進
め
る
。

問　
公
民
館
建
て
替
え
の
明

確
な
条
件
を
列
挙
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

答　
明
確
な
建
て
替
え
基
準

を
定
め
て
い
る
訳
で
は
な
い

の
で
、
列
挙
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
実
際
に
は
土
地
の

所
有
権
の
整
理
状
況
や
耐
震

診
断
の
調
査
結
果
、
ま
た
施

設
の
老
朽
化
の
状
況
等
、
あ

ら
ゆ
る
面
を
見
た
中
で
総
合

的
に
判
断
し
て
建
て
替
え
を

行
っ
て
き
た
。

問　
黒
岩
公
民
館
を
建
て
替

え
な
か
っ
た
理
由
を
再
度
説

明
い
た
だ
け
る
か
。

答　
黒
岩
地
区
の
会
館
に
つ

い
て
は
、
大
磯
町
の
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
進
め
て
い
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

問　
平
成
24
年
か
ら
ず
っ
と

地
区
と
し
て
建
て
替
え
要
望

を
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が

進
ま
な
か
っ
た
明
確
な
答
え

を
聞
き
た
い
。

町
長　
平
成
30
年
８
月
７
日

公
室
に
お
い
て
区
長
、
前
区

長
、
関
係
者
の
方
、
町
の
議

会
議
員
の
方
も
入
り
、
こ
の

話
を
き
ち
っ
と
申
し
上
げ
て

い
る
。

問　
町
に
公
民
館
の
土
地
を

寄
附
す
る
理
由
は
何
だ
と
考

え
て
い
る
か
。

答　
地
区
で
維
持
管
理
が
大

変
と
い
う
こ
と
で
、
町
に
土

地
を
寄
附
し
た
と
理
解
し
て

い
る
。

　大磯港周辺について　　　　　
賑わいを進めていく

　黒岩公民館の建て替えは　　　　　
建て替えない

大磯港周辺

黒岩公民館
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鈴木たまよ鈴木たまよ

鈴木京子鈴木京子

問　
学
校
給
食
に
お
け
る
地

場
産
の
状
況
は
。

答　
野
菜
、
果
物
、
お
米
な

ど
に
地
場
産
の
食
材
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
中
で
も
根
菜

類
や
葉
物
の
野
菜
、
コ
ン
ニ

ャ
ク
な
ど
は
大
磯
産
を
一
定

量
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
大
磯
産
の
食
材
の
調

達
が
難
し
い
場
合
は
、
県
内

産
の
食
材
を
優
先
し
て
発
注

等
の
調
整
を
し
て
い
る
。

問　
お
米
は
大
磯
産
か
。
ま

た
年
間
の
消
費
量
と
そ
の
金

額
は
。

答　
お
米
は
神
奈
川
産
と
山

形
産
の
ブ
レ
ン
ド
米
と
聞
い

て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、

問　
中
学
校
給
食
の
実
施
は

長
寿
命
化
計
画
で
無
期
延
期

か
。

教
育
長　
令
和
２
年
度
末
策

定
の
長
寿
命
化
計
画
に
は
、

給
食
施
設
の
建
設
費
用
は
見

込
ん
で
い
な
い
。

　

今
後
、
町
施
設
の
在
り
方

を
検
討
し
た
結
果
、
給
食
施

設
の
建
設
時
期
と
費
用
を
記

載
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
、

長
寿
命
化
計
画
を
改
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

問　
長
寿
命
化
計
画
は
補
助

金
申
請
に
必
要
だ
と
、
何
年

も
前
か
ら
言
っ
て
き
た
。

　
在
り
方
、
時
期
の
検
討
は

ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。

答　
公
共
施
設
の
個
別
計
画

の
後
期
が
令
和
４
年
度
か
ら

大
磯
小
学
校
で
４
０
５
０
キ

ロ
、
金
額
は
１
３
７
０
万
円
、

国
府
小
学
校
で
３
４
０
０
キ

ロ
、
金
額
は
１
１
５
０
万
円

だ
っ
た
。

問　
大
磯
町
内
の
休
耕
田
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
約
5.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。

問　
休
耕
田
を
利
用
し
て
給

食
の
お
米
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　
残
念
な
が
ら
現
時
点
で

田
ん
ぼ
の
新
規
参
入
者
は
い

な
い
が
、
休
耕
田
の
活
用
は

町
と
し
て
も
課
題
だ
と
思
っ

て
い
る
。

始
ま
る
。
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
理
由
と
給
食
の
時
期
の

白
紙
化
は
、
大
磯
町
の
教
育

の
方
向
性
を
定
め
る
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
と
認
識
す
る
。

問　
今
年
度
中
に
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
で
き
る
の
か
。

答　
い
く
つ
か
の
方
向
性
を

一
緒
に
考
え
る
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。

問　
全
体
的
な
も
の
を
か
っ

ち
り
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　
ビ
ジ
ョ
ン
的
な
も
の
は

必
要
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

〇
五
輪
の
選
手
村
に
よ
る
町

民
生
活
へ
の
影
響
は

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
状
況
改
善
が
必
要
で
は

〇
職
員
数
と
配
置
は
適
正
か

　地場産の食材を通して
　　　　　　　食の教育を

積極的に取り入れたい

　中学校給食実施は
　　　　　無期延期か

長寿命化計画の改定後

大磯町内の田んぼ

いつになるのか、中学校給食
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〇�　

明
治
１
５
０
年
記
念
冊
子
は
寄
附
金

の
気
持
ち
は
分
か
る
が
大
磯
の
歴
史
は

明
治
だ
け
で
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に

は
も
っ
と
遡
っ
て
知
ら
せ
た
い
こ
と
が

あ
る
。
歴
史
の
範
囲
を
広
げ
て
欲
し
い
。

〇�

（
駅
前
整
備
計
画
に
つ
い
て
）
公
費
を

示
さ
な
い
と
判
断
も
で
き
な
い
。
未
熟

な
計
画
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

議会報告会議会報告会
たくさんのご意見をいただきました

　５月15日（土曜日）に議会報告会を開催いたしました。新型コロナウイルス感染症の拡大により、昨年度
は春と秋の２回の開催を見送りました。今回はオンラインと対面の両方で実施する方向で計画しましたが、感
染拡大の状況を踏まえ急遽、Zoomによるオンライン方式のみで実施することといたしました。
　午前と午後の２回、第一部では令和３年度予算について、第二部では新型コロナワクチン接種・駅前整備計
画・新庁舎整備計画について議会からの報告と質疑応答を行いました。申し込み総数は21件でした。報告事項
について様々な方向からご質問、ご意見をいただくことができました。以下にご報告をさせていただきます。

新庁舎整備計画について
Q：窓口で職員がお昼ご飯を食べていていたたま
れない。休憩場所を確保してもらいたい。

A：これから職員アンケートもある。意見を町に
伝える。

駅前整備工事について
Q：決めるのは執行部、決まらないことに対する
町の考えは。

A：当初予算に計上されていない。動きがあれば
補正で出てくるので、その時に議論をする。

Ｑ：通学路として危険があり、ＰＴＡや教職員が
交通整理をしている。安全確保をお願いしたい。

A：横断歩道の滞留空間の確保は現状での課題だ
と思う。

こ
ん
な
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た初めて行ったオンライン方式の議会報告会

令和3年度予算について

A：将来は有料化になる予定。入園料などを運営
費に充てると聞いている。

Q：町役場の自販機からペットボトルがなくなっ
たとのことだが、理由は。

A：SDGｓの観点から、更新の時期に合わせて
ペットボトルを廃止した。将来的には町としてプ
ラスチックの問題にも取り組む。

Q：明治記念大磯邸園の運営費はどうなるのか。

新型コロナワクチン接種について

A：当初、町として7月中に終わるという予定で
はなかった。また、申し訳ないが知事の発表につ
いては町議会としてはお答えできない。

Q：国や県（知事）は7月中に終えると言ってい
るが、現場と話が食い違ってないか。

オンライン方式による
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現
委
員
で
編
集
す
る
最
後

の
号
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

町
民
の
方
と
の
接
点
が
減
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
読
み
や
す

さ
の
追
求
と
い
う
意
味
で
積

極
的
な
紙
面
改
革
が
進
ま
ず

残
念
で
し
た
。

　

大
磯
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広

報
紙
が
神
奈
川
県
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
広
報
活
動
と
い
う
の

も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
も
基
本
を
押
さ

え
つ
つ
、
新
た
な
取
り
組
み

に
挑
戦
し
て
み
る
時
期
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
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記
】

８月 30 日 (月)　　  議案上程等
９月 ７ 日 (火)　　  総括質疑
　　 ９ 日 (木)　　  一般質問
　　 10 日 (金)　　  一般質問
　　 30 日 (木)　　  委員長報告等

９月定例会
湘南ケーブルテレビ
地上デジタルＳＣＮ101
チャンネルにて放映

生放送９時～、
再放送は19時～
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星
槎
国
際
高
等
学
校
を
訪

ね
ま
し
た
。
来
春
の
大
学
入

学
を
目
指
す
高
校
生
た
ち
が
、

真
剣
に
自
習
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
、

大
学
生
が
「
コ
ロ
ナ
の
た
め
、

リ
モ
ー
ト
で
の
授
業
で
学
校

に
は
通
え
て
い
ま
せ
ん
。
早

く
学
校
へ
行
き
、
友
達
に
会

い
た
い
。
」
な
ど
働
く
大
人

社
会
と
同
じ
よ
う
に
「
大
変

だ
な
。
」
と
思
い
ま
す
が
、

来
年
入
学
の
頃
に
は
、
学
校

へ
通
え
る
状
況
に
な
っ
て
い

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
は
落
ち
着
く
コ
ロ

ナ
で
す
が
、
こ
こ
に
は
明
る

い
未
来
あ
る
笑
顔
が
あ
り
ま

し
た
。
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決算特別委員会

　決算特別委員会の詳細は、決まり次第、
議会ホームページでお知らせします。

９月 13 日 (月)
　　 14 日 (火)
　　 16 日 (木)
　　 17 日 (金)

議会スナップ議会スナップ

　議会だより第197号から本号（第205号）ま
で現在の委員で活動してきました。
　次号からは委員が変更しますが、引き続き
「議会だより おおいそ」をよろしくお願いい
たします。
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